
 

悪性リンパ腫治療における methylprednisolone の使用経緯・状況について 

 

 

 

再発難治性悪性リンパ腫に対する salvage regimen として M. D. Anderson 

Cancer Center で 開 発 さ れ た ESHAP 療 法 を 構 成 す る 薬 剤 の 中 で

methylprednisolone は 250-500 mg/ day 点滴静注で, ５日間 投与されるよう規

定されている。 

本報告書は、悪性リンパ腫に対する多剤併用化学療法の構成薬品として

methylprednisolone が使用されている経緯、状況を、公表論文から調査したも

のである。 
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○ ステロイド性剤は単独で in vitro で抗リンパ球作用、抗リンパ系腫瘍効果

が確認され、抗腫瘍効果を期待するとともに、その制吐作用、抗炎症作用を

目的として殆どのリンパ系腫瘍に対するレジメンの構成薬として採用され

てきている。 

 

Methylprednisolone もこうした目的で、1980 年代から悪性リンパ腫に対する

多剤併用化学療法の構成薬品として広く使用されてきた状況である。 


